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カーボンリサイクルプロジェクト 及び
ペロブスカイト太陽電池普及拡大プロジェクト

について
2025年８月22日（金）
環境局地球温暖化対策課



○ カーボンニュートラルの実現のためには、革新的・独創的な民間の発想を
活かした具体的なプロジェクトを作り出していくことが必要。

○ カーボンニュートラルの実現に向けた事業・企画アイデアを公募し、
「あいちカーボンニュートラル戦略会議」で事業化すべきプロジェクトを選定。

あいちカーボンニュートラル戦略会議

（2021年７月設置）

暮らし 事業活動 モビリティ エネルギー 森づくり・木づかい

（分科会）

2021.7 矢作川・豊川CN（カーボンニュートラル）プロジェクト
2021.11 街区全体で統一的に木造・木質化を図るまちづくりプロジェクト
2023.12 CO₂コンクリート固定化技術を用いた域内カーボンリサイクルプロジェクト

荷主と運輸事業者等の連携による物流脱炭素化プロジェクト
2024.12 地産地消SAFサプライチェーン構築プロジェクト

ペロブスカイト太陽電池普及拡大プロジェクト

あいちカーボンニュートラル戦略会議
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〇 カーボンリサイクルプロジェクト

CO₂コンクリート固定化技術を用いた域内カーボンリサイクルプロジェクト（１）

【概要】
工場等の排ガスからCO2を回収し、
コンクリートに固定化する、カーボン
リサイクルサプライチェーンを構築

【提案企業】
大成建設株式会社、株式会社アイシン
東邦ガス株式会社

【2024年度の取組結果】
（１）「あいちカーボンリサイクル推進協議会」の開催（第1回︓9月18日、第2回︓3月28日）

第2回︓約40社・団体が参画
（２）Ｃａ含有廃棄物/副産物収集・ CO₂回収スキームの構築

Ca源、CO₂排出源となる事業者等に対するヒアリング
事業規模に応じた複数パターンのリサイクルスキーム検討を実施

（３）カーボンリサイクルサプライチェーン実現可能性調査
カーボンリサイクルコンクリートの製造・輸送等に係るコスト・CO₂排出量の算出
関連制度の整理・対応方法の検討等を実施
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（４）CO2固定量やコスト目標等を定めた「あいちカーボンリサイクルビジョン」の策定
（2025年3月28日策定）

【2024年度の取組結果】（続き）

CO₂コンクリート固定化技術を用いた域内カーボンリサイクルプロジェクト（２）
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【2024年度の取組結果】（続き）

CO₂コンクリート固定化技術を用いた域内カーボンリサイクルプロジェクト（３）



【2025年度の支援内容】
（１）「あいちカーボンリサイクル推進協議会」の開催・運営
（２）Ca含有廃棄物/副産物・CO2排出企業等の募集、新規開拓

2024年度調査で検討したリサイクルスキームや排出条件等を踏まえ、Ca含有廃棄物/副産物・CO2排出企業、
コンクリート製造・利用企業の募集・マッチング

（３）具体的なCa含有廃棄物/副産物・CO2排出企業やｺﾝｸﾘｰﾄ製造企業に基づくFS調査
具体的なモデルケースを想定し、回収・製造・流通に係るリサイクルスキームを構築、コスト・CO2削減量の算出、
関係法令対応等に係るFS調査

（４）コンクリート等製造プラントに係る事業化検討調査
プラントを新設、大規模に実証していく場合等を想定した適地選定・コスト試算

（５）カーボンリサイクルコンクリートの採用に向けた基準化検討、試験製造
（６）CO2削減効果の帰属に関する検討調査

国や海外事例等を調査し、ルール化に向けた検討

CO₂コンクリート固定化技術を用いた域内カーボンリサイクルプロジェクト（４）

〇愛知県では、本プロジェクトにご参画頂ける企業・団体を募集しております。
お気軽に、事務局（愛知県環境局地球温暖化対策課）へお問合せください。
【募集する企業・団体様の例】
・ 工場等からの排ガスCO2削減方法を検討されている方
・ Ca含有廃棄物/副産物（例︓生コンスラッジ等）を排出しており、有効活用を検討されている方
・ カーボンリサイクルコンクリートの製造に関心のある方
・ 建築物・土木構造物等へのカーボンリサイクルコンクリートの採用に関心のある方
・ その他、本プロジェクトの社会実装にご興味・ご関心をお持ちの方 6



ペロブスカイト太陽電池普及拡大プロジェクト（１）

１．内容 ※以降、PSC＝ペロブスカイト太陽電池

 PSCの導入ポテンシャルを調査し、普及拡大に向けたボトルネックの把握・解決策検討を実施。
 県有施設にPSCを先行導入し、関連産業の事業参画を促す。
 県内の公共施設や民間施設に幅広く実証導入し、本地域で全国に先駆けて社会実装する。
 開発メーカー、発電事業者、建材メーカー、ゼネコン、利用者等が参画した協議会を設置。

PSCの製品開発から社会実装までを一貫して推進する。

２．イメージ

３．提案企業の主な役割

会社名役割
株式会社アイシンPSC製造・普及に関する各種検討
関西電力株式会社PPA事業によるPSC普及拡大に向けた各種検討
中部電力ミライズ株式会社域内PSC導入ポテンシャル推計に向けた情報提供・各種検討

5月30日 推進協議会開催（大村知事 出席）
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ペロブスカイト太陽電池普及拡大プロジェクト（２）

４．あいちPSC推進協議会の体制

【建築物等PSC社会実装推進WG】

対 象︓公共施設、工場、道路、鉄道、公園等の建築物 等
検討内容︓実証導入、ポテンシャル調査、モデルケース確立 等

【公用車等車載PSC社会実装推進WG】
対 象︓県・市町村の公用車（起震車、給食配送車、塵芥車 等）

公共交通のバス 等
検討内容︓実証導入、ポテンシャル調査、モデルケース確立 等

愛知工業大学 雪田教授 ㈱アイシン、中部電力ミライズ㈱、関西電力㈱
座長 提案企業

①建材メーカー
三協立山㈱
住友林業㈱

ニチハ㈱
YKK AP㈱

2025年度から愛知県が事業化を支援する「PSC普及拡大プロジェクト」について、全国に先駆けてPSCを地域に最大限導入を図るため、①建材メーカー、
②ゼネコン・住宅メーカー、③PSCの施工・システム設計・メンテナンス等のサービス提供事業者、④率先利用企業・市町村、⑤廃棄物処理業者、
⑥本プロジェクトの社会実装に向けて提案のある方等から構成される会議体を設置し、プロジェクトを推進する。
※⑤廃棄物処理業者については、プロジェクトがある程度進捗し、検討状況を踏まえて参画を依頼。

協議会の目的

③施工・ｼｽﾃﾑ・ﾒﾝﾃ ④利用企業

④利用自治体
県、名古屋市、豊橋市、岡崎市、一宮市、春日井市、豊川市、津島市、碧南市、刈谷市

豊田市、安城市、西尾市、蒲郡市、江南市、小牧市、東海市、大府市、知多市
知立市、日進市、田原市、みよし市、扶桑町、阿久比町、東浦町、武豊町

⑥その他、PSC社会実装
に向けた提案者
トヨタ自動車㈱

座長＋参画69社・団体、29行政機関[国と自治体]（敬称略。五十音順（自治体は建制順）。）

経済産業省中部経済産業局
環境省中部地方環境事務所

国行政機関

②ｾﾞﾈｺﾝ・住宅ﾒｰｶｰ
㈱大林組、㈱熊谷組

㈱近藤組
サン・シールド㈱
㈱ダイワテック

㈱竹中工務店、㈱中村組
㈱長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

備前グリーンエネルギー㈱
前田建設工業㈱

矢野建設㈱

EMソリューションズ㈱、㈱エイジェック
㈱エコスタイル、㈱エネテク

河村電器産業㈱
㈱関電エネルギーソリューション

サーラエナジー㈱、サンコーテクノ㈱
㈱シーエナジー、㈱鈴木産業

タキゲン製造㈱、㈱中部プラントサービス
deco㈱、㈱トーエネック、日揮㈱

日東工業㈱、㈱ニフコ
日本高圧電気㈱、㈱ホームカラクト

三ツ星ベルト㈱、未来工業㈱
名鉄EIエンジニア㈱、㈱明電舎

あいおいニッセイ同和損害保険㈱、㈱青山製作所
旭鉄工㈱、㈲アリヤインダストリー、岩崎電気㈱

オーエスジー㈱、オザワ科学㈱、加藤軽金属工業㈱
NPO環境改善推進機構、㈱北村製作所

三和シャッター工業㈱、㈱ジェイテクト
自動車部品栄和協同組合、㈱諏訪三社電機
中部国際空港㈱、東邦ガス㈱、㈱トーア電子

トーエイ㈱、名古屋銀行、㈱ナヴィック
㈲中ペン塗装店、㈱中山製鋼所
名古屋高速道路公社、ノリタケ㈱

半田・知多エネルギー㈱、ホーユー㈱
三井住友トラスト・パナソニックファイナンス㈱

⑤廃棄物処理業者

今後、プロジェクトの進捗を踏まえて、募集
連携

事務局︓愛知県環境局、有限責任監査法人トーマツ

◆ 提案内容
・車載PSCの実証

例）バス、起震車、給食配送車、塵芥車 等

・その他、より柔軟性が
求められるPSC実証

7月28日開催

〇 あいちPSC推進協議会への新規参画も、随時受け付けております。 8



ペロブスカイト太陽電池普及拡大プロジェクト（３）

５．あいちPSCビジョンの方向性 ※今後、ポテンシャル調査等を踏まえて精査
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ペロブスカイト太陽電池普及拡大プロジェクト（４）

６．今後の予定
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タイムスケジュール
〜2030年2028年2027年2026年2025年

実証要素の追加や規模の拡大、
モデルケースの追加、PSC普及拡
大戦略、PRの継続

県公共施設・市町村施
設・民間施設での実証、
モデルケースの追加、次年
度実証に向けた関係者と
の調整、PRの実施

協議会設立、基礎調査、
実証フィールド募集、ビジョン
作成、県公共施設屋根・壁
面等での実証、モデルケース
の確立、市町村施設・民間
施設実証フィールド公募、
PRの実施

実施事項 460万kW
導入達成

 2025年度は、県公共施設１箇所で実証開始

 2026年度は、県公共施設に加えて、市町村施設や民間施設等 複数箇所で実証開始

〇 近日中に、2026年度実証施設の公募を開始予定です。
【想定される施設例】
・公共施設︓庁舎、公民館、学校、体育館、図書館、病院等
・民間施設︓工場、倉庫、商業施設、住宅、農業施設等
・インフラ施設︓鉄道施設、道路関連施設、上下水道施設、廃棄物処理施設等
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その他の戦略会議における選定プロジェクト

※ 2025年度に環境局から経済産業局へ移管

○地産地消SAFサプライチェーン構築プロジェクト

【概要】 原料となる廃食油等の回収
からSAFの製造、供給、利用まで
含めた地産地消サプライチェーン
を構築

【提案企業】
株式会社レボインターナショナル、
株式会社NTTデータ

○荷主と運輸事業者等の連携による物流脱炭素化プロジェクト

【概要】
荷主や運輸事業者等の連携により、
FCトラックを先行導入して物流のFC化モデル
を構築し、物流業界全体に横展開

【提案企業】
ワタミ株式会社、株式会社ムロオ、
三和清掃株式会社


